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第１４代北部方面後方支援隊長
　　　　　小澤１佐着任

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
３
月
３
日

付
で
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
長
に

着
任
し
ま
し
た
小
澤
１
佐
で
す
、

　

約
30
年
前
、
自
ら
の
自
衛
官
生

活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
こ
北

海
道
の
地
で
、
北
部
方
面
隊
最
大

の
野
戦
兵
站
部
隊
の
指
揮
官
の
職

を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
大
変
光
栄

に
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

ま
た
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
島
松

駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
誇

り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
周
辺
で
は
中
国

や
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事

活
動
が
活
発
化
す
る
な
ど
日
本
の

安
全
保
障
環
境
は
、
戦
後
最
大
の

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

千
島
海
溝
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
と
い
っ
た
大
規
模
災
害
の
リ
ス

ク
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
北

部
方
面
隊
に
は
、
北
海
道
の
防
衛

警
備
の
み
な
ら
ず
、
各
種
事
態
に

あ
た
っ
て
全
国
各
地
へ
の
増
援
の

役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
々
は
、
北
部
方
面
隊
固
有

か
つ
唯
一
の
野
戦
兵
站
部
隊
と

し
て
、
補
給
、
整
備
、
輸
送
と

い
っ
た
野
戦
兵
站
活
動
に
よ
り
、

方
面
隊
に
寄
与
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
後
方

支
援
隊
全
隊
員
の
先
頭
に
立
っ

て
任
務
完
遂
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

ま
た
、
北
部
方
面
後
方
支
援

隊
は
今
年
、
創
隊
25
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

皆
様
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

北
部
方
面
後
方
支
援
隊
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
着
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昼食会射撃する高橋士長

防衛支援事業団紹介行事

新
年
行
事
（
家
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

北
海
道
補
給
処
調
達
会
計
部

重
機
関
銃
対
空
実
射
団
事
前
訓
練

　
　
　
　
　

第
３
０
４
高
射
中
隊

　

北
海
道
補
給
処
調
達
会
計
部（

部
長　

黒
木
２
佐
）は
、令
和
７

年
１
月
９
日
、新
年
行
事（
家
族

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）を
開
催
し
、隊

員
ご
家
族
23
名
の
ご
参
加
を
頂

き
ま
し
た
。

　

調
達
会
計
部
の
蕎
麦
打
ち
名

人（
戸
村
１
曹
）の
指
導
の
も
と

に
、蕎
麦
打
ち
体
験
や
、職
場
見

学
、史
料
館
見
学
、昼
食
会（
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
）、フ
ッ
ト
サ
ル
体
験

な
ど
を
行
い
家
族
と
の
交
流
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。今
後

も
隊
員
と
家
族
間
の
親
睦
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
春
の
候
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨
年
度
は
格
別
な
ご
高
配
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
３
０
４
高
射
中
隊
は
、２
月

に
実
施
さ
れ
た
、第
２
回
重
機
関

銃
対
空
実
射
団
事
前
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。訓
練
で
は
Ｕ
Ａ
Ｖ

に
対
す
る
追
随
要
領
及
び
各
個

の
射
撃
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
北
海
道
の
防
空
の
要

と
し
て
、よ
り
一
層
訓
練
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、本
年
度

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

北
海
道
補
給
処（
処
長　

藤
丸
陸
将

補
）は
、令
和
７
年
４
月
１
日
、部
外
力

活
用
事
業
を
開
始
し
、北
海
道
補
給
処

補
給
部
に
お
い
て
補
給
処
支
援
隊
20
名

の
紹
介
行
事
を
行
っ
た
。

　

防
衛
支
援
事
業
団
は
、自
衛
隊
の
戦

力
を
第
一
線
に
集
中
し
、よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
任
務
遂
行
の
体
制
を
確
立
で

き
る
よ
う
、自
衛
隊
の
各
種
業
務
等
を

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
等
を
も
っ
て
可
能
な
限
り

補
完
し
て
い
く
べ
き
と
す
る
考
え
に
基

づ
い
て
お
り
、自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
専

門
技
能
集
団
と
し
て
、補
給
部
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。　

防
衛
支
援
事
業
団
始
動

　
　
　

北
海
道
補
給
処

そば打ち体験
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第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊

　
隊
冬
季
戦
技
競
技
会

精強！桜森一家！

アキオ曳行の部　第１位

　
第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊
（
大

隊
長
　
山
田
３
佐
）
は
、
令
和

７
年
２
月
14
日
北
海
道
大
演
習

場
島
松
地
区
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
に

参
加
し
た
。

　
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
は
、
冬

季
戦
技
能
力
の
向
上
と
部
隊
の

団
結
の
強
化
並
び
に
士
気
の
高

揚
を
目
的
と
し
て
、
ア
キ
オ
曳

行
の
部
（
13
組
）
及
び
リ
レ
ー

走
の
部
（
31
組
）
が
実
施
さ
れ

た
。

　
大
隊
は
、
競
技
会
第
３
位
以

内
を
目
標
に
12
月
か
ら
練
成
隊

を
編
成
し
て
練
成
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
１
月
24
日
大
隊
冬
季

戦
技
競
技
会
を
実
施
し
て
士
気

の
高
揚
を
図
る
等
、
万
全
な
状

態
で
競
技
会
に
臨
ん
だ
。

　
当
日
は
、
各
部
門
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
が
実
力
を
発
揮
し
、

ア
キ
オ
曳
行
の
部
第
１
位
、
総

合
（
部
隊
対
抗
）
の
部
第
２
位

の
成
果
を
獲
得
し
た
。

　
第
１
高
射
特
科
群
第
３
０
３
高
射
中
隊
　
幅
崎
３
曹

　
群
ス
キ
ー
競
技
会
に
参
加
し
て

　
第
１
高
射
特
科
群
は
、
令
和

７
年
２
月
11
日
に
北
長
沼
ス
キ

ー
場
に
お
い
て
、
ス
キ
ー
競
技

会
を
実
施
し
、
冬
季
戦
技
能
力

の
向
上
、
士
気
の
高
揚
及
び
団

結
の
強
化
に
加
え
、
隊
員
ご
家

族
に
雄
姿
を
見
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
本
競
技
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
競
技
内
容
は
、
約
２
５
０
ｍ

の
傾
斜
地
を
ス
キ
ー
指
導
官
を

除
く
各
等
級
ご
と
で
選
出
さ
れ

た
合
計
８
名
に
よ
る
リ
レ
ー
方

式
で
行
わ
れ
、
選
手
・
応
援
者

が
一
致
団
結
し
優
勝
を
目
指
し

臨
み
ま
し
た
。

　
私
は
監
督
と
し
て
優
勝
す
べ

く
練
成
計
画
を
作
成
・
実
行
し

最
良
の
選
手
を
選
出
し
て
競
技

に
望
み
ま
し
た
。
結
果
は
惜
し

く
も
優
勝
を
逃
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
応
援
者
に
よ
っ
て
中

隊
の
雰
囲
気
は
、
前
回
と
同
様

大
変
盛
り
上
が
り
、
今
回
も
優

勝
し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
、
競
技
・
応
援
共
に
「
優

勝
」
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
精
強
！
桜
森
一
家
　
最
高
！

　
令
和
６
年
12
月
５
日
か
ら
令

和
７
年
２
月
21
日
ま
で
の
間
、

朝
霞
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
第

１
０
６
期
陸
曹
候
補
生
課
程
に

入
校
し
ま
し
た
。

　
教
育
当
初
は
不
安
な
こ
と
ば

か
り
で
し
た
が
、
助
教
や
同
期

の
お
か
げ
で
３
ヶ
月
間
の
教
育

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
教
育
の
中
で
特
に
指
導

法
に
つ
い
て
は
陸
曹
と
し
て
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
作
成
し

た
計
画
に
基
づ
き
、
被
教
育
者

に
分
か
り
や
す
く
教
育
す
る
に

は
ど
の
よ
う
に
す
る
と
良
い
か

考
え
る
こ
と
、
ま
た
自
分
以
外

の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
多
く
の
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
物
事
を
考
え
る
視
野

が
広
が
り
ま
し
た
。

　
入
校
で
の
経
験
を
活
か
し
て

後
輩
の
育
成
、
先
輩
か
ら
の
助

言
を
受
け
、
自
衛
官
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
日
々
成
長
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部

付
隊
（
本
部
付
隊
長
　
伊
尾
木

１
尉
）
は
、
令
和
７
年
２
月
18

日
に
、
北
海
道
大
演
習
場
島
松

地
区
に
お
い
て
、
冬
季
訓
練
を

実
施
し
た
。

　
本
訓
練
に
お
い
て
は
、
警
戒

自
衛
戦
闘
、
斥
候
訓
練
等
を
実

施
し
て
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け

る
行
動
能
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
上
級
陸
曹
に
よ
る
実

員
指
揮
を
通
じ
、
上
級
陸
曹
の

識
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
ま
た
、
翌
２
月
19
日
に
は
、

島
松
駐
屯
地
内
ス
キ
ー
訓
練
コ

ー
ス
に
お
い
て
、
ス
キ
ー
機
動

を
実
施
し
た
。

　
春
を
目
前
に
控
え
た
、
融
雪

時
期
特
有
の
雪
質
の
悪
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、
隊
員
達
は
事
故
な
く

訓
練
を
完
遂
し
た
。

北処の同期と

命令下達

北
海
道
補
給
処
総
務
部
　
小
西
士
長

　
陸
曹
候
補
生
課
程
を
修
了
し
て

　
自
衛
隊
の
統
合
運
用
体
制
を

受
け
て
、
基
通
に
お
い
て
も
業

務
の
効
率
化
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
音
声

応
答
転
送
装
置
」
（
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
）
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
外
線
か
ら
来
た
電
話
を
機

械
が
応
答
し
て
、
掛
け
て
き
た

人
が
番
号
を
押
し
て
通
話
し
た

い
相
手
に
転
送
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
課
外
及
び

休
日
・
祝
日
の
み
の
運
用
で
あ

っ
た
も
の
を
、
４
月
か
ら
す
べ

て
の
時
間
帯
に
お
い
て
運
用
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
く

掛
け
る
相
手
の
内
線
番
号
（
４

ケ
タ
）
を
掌
握
さ
れ
て
お
き
ま

す
と
転
送
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
は

不
便
さ
を
感
じ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
第
３
１
３
基
地
通
信
中
隊
島
松
派
遣
隊

　
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
Ｏ
Ｂ
連
合
会
　
小
林
　
亮
二

　
Ｏ
Ｂ
連
合
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　
冬
季
訓
練北

部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部
付
隊

内線番号の確認をよろしくお願いします

　
島
松
駐
屯
地
Ｏ
Ｂ
連
合
会
（
会

長
　
石
原
康
弘
）
は
、
令
和
７

年
３
月
29
日
、
島
松
幸
寿
司
で
、

令
和
６
年
度
の
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
会
員
も
15
名
の

参
加
を
得
て
６
年
度
の
事
業
及

び
決
算
報
告
、
７
年
度
の
事
業
、

予
算
計
画
を
審
議
し
て
整
斉
と

終
了
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、

駐
屯
地
司
令
、
北
後
支
隊
長
は

じ
め
各
部
長
に
も
参
加
頂
き
、

懇
親
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
数

十
年
前
の
話
が
飛
び
出
す
な
ど
、

昔
話
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
事
務
局
長

が
交
代
し
新
体
制
で
Ｏ
Ｂ
連
合

会
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
・
ご
支
援
の
程
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

賑わう懇親会
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部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
養
成
集
合
訓
練

　

部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
養
成
集
合
訓
練

　

大
隊
訓
練

　

大
隊
訓
練

　
　
　

第
１
０
４
補
給
大
隊

　
　
　

第
１
０
４
補
給
大
隊

北
海
道
補
給
処
整
備
部

北
海
道
補
給
処
整
備
部

徒手対徒手

アイスクリートを使用した
　　　　　　　　防護壁作成

 
 

　

北
部
方
面
警
務
隊

　

北
部
方
面
警
務
隊 

第
１
２
２
地
区
警
務
隊

第
１
２
２
地
区
警
務
隊

　

逮
捕
術
競
技
会

　

逮
捕
術
競
技
会

　

　

Ｏ
Ｂ
連
合
会
事
務
局
長
交
代

　

Ｏ
Ｂ
連
合
会
事
務
局
長
交
代

　

当
隊
は
、
令
和
７
年
２
月
20

日
、
札
幌
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ

た
令
和
６
年
度
北
部
方
面
警
務

隊
逮
捕
術
競
技
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

逮
捕
術
と
は
、
犯
人
の
制
圧
・

逮
捕
等
の
た
め
に
用
い
る
技
術

で
、
各
武
道
等
の
体
術
や
武
器

術
が
含
ま
れ
て
お
り
、
試
合
形

式
は
徒
手
対
徒
手
、
警
棒
対
警

棒
、
警
棒
対
匕
首
（
短
刀
）
、

警
棒
対
長
物
（
警
杖
）
の
４
種

目
が
あ
り
ま
す
。

　

本
競
技
会
で
は
、
北
部
方
面

警
務
隊
隷
下
部
隊
が
練
成
の
成

果
を
発
揮
し
合
い
ま
し
た
。

　

当
隊
か
ら
は
、
所
属
の
３
名

全
員
が
個
人
戦
及
び
団
体
戦
に

そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
地
区
警
務
隊

の
代
表
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

当
隊
は
、
引
き
続
き
心
身
を

鍛
え
る
と
と
も
に
島
松
駐
屯
地

の
規
律
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
、

逮
捕
術
、
犯
罪
捜
査
及
び
保
安

職
務
等
の
能
力
に
磨
き
を
か
け

て
任
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
０
４
補
給
大
隊
（
大
隊

長　

奥
田
３
佐
）
は
、
令
和
７

年
２
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
の

間
、
北
海
道
大
演
習
場
島
松
地

区
に
お
い
て
、
積
雪
寒
冷
地
に

お
け
る
部
隊
の
基
本
行
動
及
び

隊
員
基
礎
動
作
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
第
５
回
大
隊
訓
練
に

併
せ
て
、
第
26
回
即
応
予
備
自

衛
官
召
集
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

大
隊
は
、
積
雪
寒
冷
地
に
お

け
る
支
援
施
設
の
開
設
・
築
城
・

偽
装
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
行
進
を

演
練
し
、
冬
季
の
特
性
に
応
じ

た
行
動
要
領
の
練
度
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

北
海
道
補
給
処
整
備
部
（
部

長　

奥
泉
２
佐
）
は
、
令
和
７

年
２
月
16
日
か
ら
同
年
３
月
２

日
ま
で
の
間
、
ニ
セ
コ
演
習
場

で
実
施
さ
れ
た
「
令
和
６
年
度

第
３
回
方
面
部
隊
ス
キ
ー
指
導

官
養
成
集
合
訓
練
」
に
整
備
部

通
信
電
子
課
の
岩
佐
３
曹
が
参

加
し
、
見
事
に
認
定
試
験
に
合

格
し
た
。
特
級
練
成
等
す
べ
て

の
こ
と
が
初
の
経
験
だ
っ
た
が
、

夏
の
間
か
ら
の
20
kg
以
上
の
背

嚢
を
背
負
い
駐
屯
地
内
を
歩
き

回
っ
た
成
果
が
遂
に
実
っ
た
。

本
人
は
「
背
嚢
の
重
さ
に
負
け

な
い
よ
う
に
体
力
練
成
や
技
術

が
向
上
す
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！
」

と
、
次
年
度
か
ら
の
冬
季
訓
練

に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

背嚢を背負い
　　斜面を滑る

認定試験合格！

スキー行進（即自隊員）

Ｏ
Ｂ
連
合
会
事
務
局
長　

白
田　

光
弘

Ｏ
Ｂ
連
合
会
事
務
局
長　

白
田　

光
弘

　

４
月
か
ら
駐
屯

地
Ｏ
Ｂ
連
合
会
事

務
局
長
に
上
番
し

て
い
ま
す
白
田
光

弘
で
す
。

　

出
身
は
山
形
県
で
、

恵
庭
市
在
住
で
す
。

家
族
は
妻
、
子
供

２
人
と
犬
２
匹
で
す
。

　

昭
和
53
年
自
衛

隊
入
隊
、
平
成
25

年
定
年
退
官
し
て
現
在
は
千
歳
市
の
建
設
会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
ゴ
ル
フ
が
好
き
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
何
時
ま
で
経
っ

て
も
下
手
の
横
好
き
の
ま
ま
で
す
。

　

事
務
局
長
業
務
の
方
は
、
こ
れ
迄
の
成
果
を
継
承
し
、
Ｏ
Ｂ
会

相
互
の
親
睦
と
島
松
駐
屯
地
と
の
連
携
を
図
っ
て
、
駐
屯
地
の
発

展
に
寄
与
で
き
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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島
松
駐
屯
地
（
司
令
　
藤
丸

陸
将
補
）
は
、
令
和
７
年
３
月

５
日
、
駐
屯
地
史
料
館
に
お
い

て
令
和
６
年
度
駐
屯
地
モ
ニ
タ

ー
委
嘱
終
了
行
事
を
実
施
し
た
。

　
当
日
は
行
事
後
に
、
駐
屯
地

司
令
以
下
総
務
部
長
、
駐
屯
地

最
先
任
上
級
曹
長
、
広
報
班
長
、

広
報
陸
曹
ま
で
交
え
た
会
食
及

び
懇
談
を
駐
屯
地
幹
部
食
堂
で

実
施
し
、
令
和
６
年
度
駐
屯
地

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
期
間
を
終
了
し

た
。

　
令
和
６
年
度
の
駐
屯
地
モ
ニ

タ
ー
５
名
の
方
々
か
ら
、
島
松

駐
屯
地
創
立
72
周
年
行
事
、
航

空
機
体
験
搭
乗
、
北
海
道
補
給

処
カ
ワ
セ
ミ
コ
ン
サ
ー
ト
、
第

７
師
団
戦
車
射
撃
競
技
会
、
北

部
方
面
後
方
支
援
隊
冬
季
戦
技

競
技
会
等
、
様
々
な
自
衛
隊
の

活
動
の
研
修
を
通
じ
、
普
段
目

に
す
る
こ
と
が
な
い
訓
練
等
を

研
修
し
、
ま
だ
ま
だ
自
衛
隊
の

活
動
が
重
要
視
さ
れ
、
市
民
の

安
心
安
全
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
だ
と
感
じ
た
等
、
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
き
、
こ
れ
ら
を

令
和
７
年
度
以
降
の
駐
屯
地
活

動
に
反
映
し
地
域
社
会
と
の
一

体
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
終
了
行
事

北
海
道
補
給
処
　
副
処
長

　
１
等
陸
佐
　
　
黒
川
　
　
修

　
　
　
　
　
　
　
３
月
24
日
付

（
教
育
訓
練
研
究
本
部

　
　
総
合
企
画
部
総
合
企
画
官
）

第
３
０
４
高
射
中
隊
長

　
３
等
陸
佐
　
　
多
久
　
涼
平

　
　
　
　
　
　
　
３
月
17
日
付

（
第
１
高
射
特
科
群
本
部

　
　
　
　
　
　
運
用
訓
練
幹
部
）

　
　
　
　
　
　
　

死
亡
叙
勲
に
関
す
る

手
続
き
及
び
お
願
い

警
　
務
　
隊
　
情
　
報

　
自
衛
隊
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

在
職
中
の
功
績
と
一
定
の
条
件

が
満
た
さ
れ
た
方
は
、
叙
勲
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
死
亡
叙
勲
に
つ
き
ま

し
て
は
、
遺
族
か
ら
の
申
し
出

に
よ
っ
て
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
期
間

が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

万
が
一
ご
不
幸
が
発
生
し
ま
し

た
場
合
に
は
、
努
め
て
死
亡
日

を
含
め
５
日
以
内
に
最
寄
の
防

衛
省
各
機
関
、
部
隊
等
へ
連
絡

頂
く
こ
と
を
ご
家
族
の
皆
様
に

は
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
元
隊
員
の
死
亡
の
情

報
を
知
り
得
た
場
合
も
連
絡
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
合
わ
せ

て
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先
（
島
松
駐
屯
地
）

　
０
１
２
３

　
　
（
３
６
）
８
６
１
１

「
死
亡
叙
勲
の
件
」
と
お
伝
え

下
さ
い
。

新
着
任

　
　
部
隊
長
等
の
紹
介


